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 中畑・平坂小校区 
令和６年１０月３１日（木） 午後６時３０分から 

  西尾勤労会館〔体育館〕 

         

     市政懇談会次第 
１ 開会 
２ 市政運営について（市長） 
３ 地区とりまとめ意見・質問等の回答 
４ 自由意見交換 
５ 閉会 
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出席者等 

校区代表町内会長 
中畑小校区：稲垣正彦代表町内会長 

平坂小校区：市川利幸代表町内会長 

地区関係市議会議員 大河内博之議員、松崎隆治議員、中根志信議員 

市 関 係 者 

中村市長、近藤副市長、稲垣教育長、西尾総合政策部長、 

簗瀬危機管理局長、酒井健康福祉部長、榊原子ども部長、 

石川交流共創部長、杉山建設部長、吉田都市整備部長、 

齋藤教育部長 

事務局：牧原広報広聴課長始め５人 

出 席 者 数 市民 23 人、地区関係市議会議員３人、報道関係者２人 

事前意見・質問等 
整理区分６件 

内訳：意見１、質問２、要望３ 

自 由 意 見 等 
整理区分９件 

内訳：意見１、質問４、要望３、提案１ 
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令和６年度「市長と語る市政懇談会」（中畑・平坂小校区） 

 

○司会（広報広聴課） 

皆様、こんばんは。本日は、お忙しいところ「市長と語る市政懇談会」に御参加いただきまし

て、ありがとうございます。私は、本日の司会進行を務めます広報広聴課長の牧原と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

開会に先立ちまして、御来場の皆様にお願いしたいことがございます。懇談会中は、携帯電話

の電源はお切りになるか、マナーモードへの切替えをお願いいたします。 

それでは、時間になりましたので、ただいまから「市長と語る市政懇談会」を開会いたします。 

はじめに、本日の出席者を御紹介いたします。 

この懇談会の開催に当たり、多大なる御協力を賜りました中畑小校区代表町内会長の稲垣正彦

様、平坂小校区代表町内会会長の市川利幸様でございます。 

また、市議会からは、大河内博之議員、松崎隆治議員、中根志信議員に御出席をいただいてお

ります。市からは、中村市長を始め、近藤副市長、稲垣教育長、そして関係部局の部長、部次長

が出席をしております。 

続きまして、本日の予定などを御案内いたします。この後、30分ほどの時間で市長が市政運営

について、説明いたします。その後、40分ほどの時間で地区の皆様から事前にお聞きしておりま

す御意見や御質問などに対して、市から回答をさせていただきます。 

１件につき３分程度の質疑応答の時間を設けますので、回答に関連する御意見、御質問がある

場合は、この時間を御利用ください。 

また、地区とりまとめの御意見等とは別に、参加者の皆様から広く御意見等をお聞きする自由

意見交換の時間も30分ほど設けております。まちづくりに対する御意見や御提案、その他、地域

の困り事や関心事などがございましたら、御発言をいただきたいと思います。 

なお、本日は、中畑・平坂小校区の懇談会でございますので、発言の際は、当該地区の方を優

先させていただきますので、御了承ください。 

本日は、事前に提出していただいた意見、質問が６件ございます。40分ほど経過した時点で、

一旦、自由意見交換に移りたいと思いますが、その後、時間がある場合は、事前提出いただきま

した意見、質問等に戻り、続きをお聴きしたいと思います。 

時間の都合上、本日お答えできない意見、質問につきましては、後日、文書にて代表町内会長

様に回答をお送りすることを事前に御了承いただいております。 

懇談会の時間は、午後８時15分までとさせていただき、その後、事務連絡をお伝えし閉会とさ

せていただきますので、円滑な進行に御協力をお願いいたします。途中の休憩時間は特に設けて

おりませんが、必要に応じて入退室いただければと思います。 

また記録用として、懇談会の音声録音と写真撮影をさせていただきますので、あらかじめ御了

承ください。懇談会の記録につきましては、準備出来次第、ホームページ等で公開をさせていた

だきます。 

それでは、市長から御挨拶を兼ねて、市政運営について御説明申し上げます。 

 

○市長 

皆さん、こんばんは。 

西尾市長の中村健です。本日は、中畑・平坂小校区の市政懇談会に御出席いただき、ありがと

うございます。 

先週末に季節の変わり目で喉を痛めてしまいまして、月曜日ぐらいまで声が出なくて、今ちょ

っと回復途上でまだ60％ぐらいなので、お聞き苦しいところがありますけれども御容赦いただき
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たいと思います。 

この市政懇談会は、以前は２年に一度開催ということで、もう少し広い範囲で１会場だったの

ですけれども、市民の方々の声も聞きながら、もう少しかたまりを小さくして、より地元密着だ

ったり距離感も近い形で懇談会をやりたいということで、今やっております。なので、以前平坂

中学校区で１つだったと思いますけれども、今回は平坂小学校区と中畑小学校区となります。 

ただいまの時間は市政運営についてお話をさせていただくのですけれども、その前に配布資料

の市長政策目標進捗状況一覧表というものがあります。 

まず簡単に、そちらを見ていただきたいのですけれども、これが３年前に僕が立候補したとき

のいわゆる選挙公約というものでありまして、３年経過した時点での進捗状況を一覧表にして、

対外的な公表もしているものであります。 

僕の任期は４年間でありますので、残り１年でより100％に近づけるように、残りのまだ完成し

ていないところについても、しっかりとやっていきたいと思っています。個々の内容については、

今日は時間がありませんので、またお時間あるときに見ていただきたいと思います。 

その前のページのところで、Ａ３サイズの資料があります。今から、こちらの内容についてお

話をさせていただきたいと思います。時間が大体30分程度ということなので、幾つか僕のほうで

ピックアップをさせていただいて、お話をさせていただくということで、よろしくお願いします。 

以下、着座にて失礼します。 

最初に、大きな文字で、人が輝き、まちが躍動する、共生・共創のまちづくりとあります。こ

れが僕の２期目の市政運営の４年間のスローガンになります。 

人が輝き、まちが躍動するというのは、そのままなのですけれども、共生・共創ってどういう

意味でしょうということについては、ページの下のところに青いラインが引いてありますよね。

そこに白い文字が書いてあると思います。この表面のページには、創意工夫と官民連携で、質の

高い市民サービスによる躍動感に満ちた西尾市へと、これが共創の共に創るという、共創の意味

が大体こういうことだと思ってください。 

裏面の同じく一番下の青いラインのところ見ていただきますと、一人ひとりをかけがえのない

存在として尊重し、誰もが自分に居場所があると感じ、輝くことができる社会へとあります。こ

この部分が共生という意味合いだと思っていただきたいと思います。なので、一人ひとりの多様

性を尊重しながら、加えて行政だけではなくて、市民の皆さんや企業などの知恵や力もお借りし

ながら、人が輝く、まちが躍動する西尾市をつくっていきたいという思いが込められております

ので、よろしくお願いします。 

以下、ここの内容というのは、毎年市議会の３月定例会で、市政方針といった１年間のこうい

うことやっていきますというのを述べるのですけれども、そこの主な内容は大体網羅しておりま

すので、一個一個見ていくと、主だった１年間の西尾市でやられていることというのは、大体把

握できるという内容になっています。 

見出しが６個ありまして、それぞれ表面で３個、裏面で３個ありますけれども、この見出しは

行政用語で言うところの総合計画というのがあるのですが、10年ごとにその計画を作っていて、

要は市政運営をしていく中での一番上くらいに来る計画なので、続きの事業の土台になるような

計画でありまして、そこの中で６つの見出しを作っているので、それに倣って１年ごとのやって

いくことを記載していて、そこの中で今から何個かお話しをさせていただきたいと思います。 

まず、新たな魅力に挑戦するまちというところの６個目のところをみていただきます。第３回

にしおマラソンを７年１月19日に開催ということで、あと３か月弱くらいになりましたけれども、

にしおマラソンも第３回目を数えることになりました。にしおマラソンの特徴というのは、やは

りフルマラソンというところでありまして、愛知県内で開催されているフルマラソンというと３

月に名古屋でウィメンズマラソンがありますけれども、これは女性の大会でありますので、男性
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も女性も参加できて公道が走れるフルマラソン大会は愛知県内では、このにしおマラソンが唯一

になりますので、そういったところでうまくマラソンというコンテンツを生かして、西尾市のＰ

Ｒとか、来ていただいたランナーに、西尾市の良さを知っていただきたいということで始めたも

のであります。 

第１回目はコロナ禍での開催ということで、非常にいろいろな困難が伴ったり、あるいは初開

催ということもあったので、安全面では無事に基本的にはできたのですけれども、反省点も多々

あって、それを踏まえて昨年度、第２回の大会を開催しました。第２回の大会も、反省点がなか

ったわけではないのですけれども、第１回とは大きく変わって、ランナーの方だけではなくて、

ボランティアで従事していただいた方とか、地域住民の方々にもおおむねいい大会だったよと、

言っていただけたというところで大きな前進かと思います。この地区でも一部コースに入ってい

るかと思いますけれども、沿道に出て応援していただいた方々も少なからずいらっしゃって、非

常にランナーにとっても、どこを走っていても大きな声で声援していただける、それがうれしか

ったという声がありましたので、本当にどうもありがとうございました。 

第３回については、第２回の反省点を生かして、一部コースは変えるのですけれども、この地

区のコースについては、基本的に同じであります。募集も10月いっぱいで一旦締め切ったのを、

もう少し延長していくのですけれども、参加ランナーが6,000人くらい集まるのではないかと思っ

ています。 

6,000人の中で、西尾市民の方がどれぐらいかというと１割ちょっとくらいなので、一番多いの

は愛知県内で西尾市外の方が多いです。なので、実は結構市民ランナーが多くて、そういった方々

に突き刺さる大会というか、そういった方々にとっては、非常ににしおマラソンというものが魅

力ある大会に育ちつつあるというように思っていますの。確かに西尾というと、抹茶があるよね

とか、ウナギがあるよねとか、城下町だよねということもあるのですけれど、マラソン盛んだよ

ねと言っていただけるような一大イベントにしていきたいと思っていますので、よろしくお願い

します。 

続いて、同じ見出しの下から３番目のところを御覧ください。７年１月のリニューアルオープ

ンに向けて、文化会館の大規模改修工事を実施とあります。昨年の６月から工事を始めましたの

で、もう１年半近くやっていますけれども、一応工事は順調でありまして、年明けからはリニュ

ーアルした文化会館を使っていただけることになります。内容としては、大規模改修ということ

で、できてから40年ほど大きく手を入れていなかったので、至るところが結構ぼろぼろになって

いたので、そこに大幅に手を入れたということになります。 

小ホールについては、実際はほぼ手を入れてないので、あまり変わらないのですけれども、大

ホールについては、ひとつは音響とか照明とかの機能がすごく良くなりますので、見る側にとっ

ても演じる側にとっても、そこの文化会館でやるという価値は高まるのかなというところと、あ

とは座席の横幅が広がりますので座り心地はこれまでよりも大分広く感じて良くなるのかなとい

うところです。 

あとは、貸室がいろいろあると思いますけれども、そこは結構大幅にリニューアルしています

ので、今まで活動できなかった、音を出すような活動とかそういったのも含めて、なるべくいろ

いろな活動を文化会館でやっていただけるようにという形になっています。また詳細については、

報道発表させていただきますけれども、ぜひリニューアルした文化会館等で、いろいろな活動で

すとか会議とかで御利用いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

続いて、見出しを変わりまして、２番目の誰もがほっとする持続可能なまちというところの４

番目を見てください。 

８年度以降の、名鉄西尾・蒲郡線線区将来像の構築に向けた調査・検討とあります。これは、

いわゆる名鉄西尾・蒲郡線の存続に係る問題であります。 
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名鉄西尾・蒲郡線については、令和７年度までは存続が決まっていますけれども、８年度以降

については未定という状況で、今、名鉄と協議をちょうどしているところになります。この前は、

５年前に更新したのですけれども、この５年間で一番大きなトピックスとして上げられるのが、

やっぱり新型コロナウイルス感染症の発生というかまん延だと思います。コロナがまん延した当

時の令和２年度とか３年度くらいは、多分外出すること自体をやめてくださいと言われていた時

期もあって、外出できないということになると当然、電車を使う人も大きく減りますので、そう

いった中で、がくんと名鉄西尾・蒲郡線の利用者が減りました。コロナ自体は昨年の５月に、５

類感染症に移行しましたけれども、人々の生活様式みたいなものが変わりまして、例えば会社で

働くということについても会社に行ってデスクワークだったら、そこでやるというのが当たり前

だったのが、テレワークといった自宅にいながらにしてパソコンで仕事をする働き方も普及して

きていて、また、それだと仕事の生産性が上がらないのでやはり原則は出社にするみたいな流れ

もあるのですけれども、ただそういった人々の生活の仕方が変わっている部分もあるので、実際

５類に移行した後も、名鉄の利用者がコロナ前ほどは戻っていなくて、大体90％ちょっとくらい

だと思います。そういう意味では、この十数年、名鉄西尾・蒲郡線については、利用促進に取り

組んできて、基本的にはずっと利用者が上がってきていたので、存続の更新をするときにも名鉄

と話がしやすかったのですけれども、がくんと落ちて戻り切っていないという中での存続協議な

ので、なかなか名鉄としても簡単に市の言う側で「そうですね」とは言ってもらえない状況があ

ります。 

ただ極端な話、廃線になるのかといわれるとその可能性は極めて低いと思っていて、名鉄西尾・

蒲郡線の中で、西尾・蒲郡線が西尾駅から吉良吉田を経由して蒲郡駅まで行くのですけれども、

特に利用者が少ない吉良吉田から蒲郡までの蒲郡線という部分でありまして、仮に万が一で言い

ますけれども、廃線した場合に、蒲郡線だけでも百数十万人利用者がいますので、その人たちを

みんなバスで運べるかと言われるとそれだけのバスを用意するのも難しいですし、昨今だと2024

年問題といって運転手の確保も難しいですので、廃線にするとかバスにするとかというのは現実

的ではないと思います。そのため、存続はできると思っていますけれども、現状、名鉄に対する

負担金というか、支援金のようなものを払っていて、今だと西尾と蒲郡で年間２億5,000万円払っ

ています。西尾が約１億5,000万円で、蒲郡が１億円で合わせて２億5,000万円ですけれども、そ

のやり方で８年度以降もいけるかというと、それは名鉄としては「あり得ない」ぐらいの姿勢で

おられるので、そこの金額が幾らになるかが、おそらく最終的な協議の攻防になるかと思います。 

確かに、名鉄はビジネスでやっていますので、利益が出るかどうかとか、採算性という観点は

ひとつ大事だろうと思いますけれども、ただ鉄道事業者というのは公共性を持っているという意

味では、純粋な民間企業として考えるのは間違っていると思っています。本線で稼いでいるとい

うのは、支線があるからであって、そこの支線だけ取り上げて利益が出ないなら切りますみたい

なことはどうかと思うので、そういったところを名鉄側にしっかりと主張をしながら、なるべく

市民の負担を抑えつつ路線を残せるための方策を模索していきたいと思います。 

今のところ、明確にこうなりますということは言えないのですけれども、一応、年度内に一定

の方向性を示せるようにしたいという考えはお互い共通していますので、ある程度、方向性が固

まった段階でお話をさせていただきます。この名鉄西尾・蒲郡線が、もしなくなった場合のこと

を考えてしまうと、電車を普段乗らない方にとっては別に大したことではないと思われるかもし

れませんけれども、西尾高校みたいに高校生の通学の足として機能しているだけではなくて、や

っぱり路線価というものを考えると、一般的には電車がなくなってしまうと地価ががくんと下が

るので、そうすると市民サービスに使っている市の税収も大きく減るということなので、電車に

乗らない方も大きく響いてくることです。また、電車に乗っている方々が車で移動しようとする

と、その分道路も混みますので、そういった意味では広く市民全体に関わる問題と考えていただ
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きたいということと、８年度以降は、仮に存続が決まったとしても、二十年、三十年ずっと続け

ていくためには、やっぱり利用者がなるべく減らないようにということが大事だと思います。特

に沿線は、人口が減ってきているので、それを増やしていくのは簡単ではないのですけれども、

無理のない範囲で電車を利用しようという気持ちや考えを、なるべく一人ひとり持っていただけ

るように市としても働きかけていきますので、また皆様方の中で、たまには孫と一緒に電車に乗

ろうかとか、その程度で結構なので、電車に乗るということを頭の中に入れておいていただきた

いと思います。 

次、見出しが変わりまして３番目の、ともに楽しみ、ともに学び、ともに夢みるまち、という

ところの１番最初の、未婚化・晩婚化解決に向け、マッチングアプリの活用及び対面形式の出会

い応援イベントを実施とあります。これは簡単に言うと、人口減少対策の観点でやっていること

なのですけれども、今、日本が抱える課題は様々たくさんありますけれども、おそらく一番大き

な課題が人口減少している問題になると思います。人口減少と共に少子高齢化の傾向もあるので、

そうすると社会保障制度をどう維持していくかとか、労働力をどう確保していくかが本当に大き

な課題になっています。 

なかなか人口を抜本的に減少局面から増加局面に変えるというのは、至難の業ではあるけれど

も、だからといって諦めてしまうと、ずるずるといってしまうので、やっぱり人口を増やしてい

くためにとか、減少幅を少しでも緩くするためにどうすればいいかというのは非常に大事な話で

す。子供を産む、産まないとか、結婚する、しないというのは、個人のライフスタイルの問題な

ので、その是非について行政が考えを述べるというのはあまり正しくないのですけれど、ただ、

結婚したいけれども出会いがないとか、子供を産みたいのだけれどもいろいろな事情があって産

めないとかという方々もいらっしゃるので、そういった方々に対して背中を押すということは大

事だと思っていて、その中のひとつとして、こういったことをやっています。戦後の直近の五十

年くらいでいうと、結婚した御家庭の子供の数は、そんなに大きく落ち込んでいなくて、若干下

がっているのですけれど、そもそも婚姻数自体が大きく減っているので、結果として子供が減る

という状況になっています。近年の、結婚した方の出会いのきっかけは何ですかという統計がい

ろいろ出ているのですけれども、その中でマッチングアプリをきっかけという方が結構多くて、

場合によっては２割とか、４分の１とかになっていて、出会いのきっかけとして一番多いのがマ

ッチングアプリというような時代になってきています。 

10年、20年前は、出会い系サイトみたいな話があって、大丈夫なのかみたいなこともあるので

すけれども、安全性はしっかり事業者に対策を報じてもらいつつ、現実としてそういう出会いが

多いというのは受け止めながら、マッチングアプリの活用の促進とか、あるいは行政としての出

会いの応援イベントをやっていく中で、結婚を御希望されている少しでも多くの方の背中を押せ

ることをやっていきたいということで紹介をさせていただきました。 

次、この見出しの８番目とか９番目の小学校うんぬんとかというところを、見ていただきたい

と思います。 

西野町小学校の校舎長寿命化工事、平坂中学校の校舎増築等工事、吉良中学校の校舎改築実施

設計を実施とあります。その２つ上に、福地南部保育園新園舎建設、矢田保育園民営化及び移転

新築事業の推進、民設による伊文保育園建替えを支援とあります。小学校、中学校だとか、保育

園の関係のハード面の整備について、ここは書いていますけれども、公共施設自体が多分1960年

代とか、70年代とか、一番経済が成長していて、人口も増えていた時代に多くのものが造られて

います。そうすると、耐用年数というか老朽化の具合も大体同じ頃に一斉にやってくるというこ

とで、実は今そういう時期にあります。そのため、公共施設の再配置といって、公共施設を理想

は全部残していくのがいいのですけれども、それだと財政的にも現実的ではないので、なるべく

市民サービスが低下しないようには留意しながらも、公共施設の総量自体を減らしていくという
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ことが、西尾市も含めて今、全国的な課題となっています。 

また、そういった中で、学校とか保育園とか子供たちの過ごす施設については、なるべく優先

的に改修とか建替えはやっていきたいと思っていて、その一端がここに書いてあることになりま

す。学校の規模とか、統廃合しなくていいのかという議論は別にあるのですけれども、ただ古い

ものをずっと古くぼろぼろでも使ってもらうというよりは、子供たちのものについては、なるべ

く優先順位を高めにしながらハード面の整備をやっていきたいと思っていますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

西野町小学校の一個下のところを見ていただきますと、鶴城小学校、寺津小学校、吉田小学校、

東幡豆小学校及び寺津中学校の特別教室等の空調設備を整備ということで、近年非常に夏場の気

温が高くて、熱中症対策が本当に深刻になってきています。学校のエアコン整備をずっと継続的

にやってきていて普通教室については終わっているのですけれども、今は音楽室とか理科室とか

そういった特別教室をやっています。令和９年度で完了予定でありまして、それが終わった段階

で体育館への空調整備についても財源を確保しながら考えていきたいと思っています。そのため、

熱中症でなんとか指数というのがあって、夏場に体育ができないとか、本当に学校生活自体、非

常に今、暑さというものが深刻な状況になっています。僕の子供の頃くらいだと、まだまだ夏に

エアコンなんて贅沢だという考えが通用した時代なのですけれど、多分今はそういう時代ではな

くて、本当に子供たちの健康面を考えると、なるべくそういった空調設備をしっかりと整備して

いこうということで、なかなか１年２年では難しいので少し時間がかかりますけれども、そうい

ったところをしっかりやっていきたいと思います。 

次、裏面を見てください。４番目の見出しの、健康をつなげ、幸せがつながるまちというとこ

ろで、３番目に、市民病院の医師不足解消に向け、大学医局への医師派遣依頼、県への地域枠医

師配置依頼、医師紹介を通じた転職希望者の採用検討などを継続とあります。西尾市民病院の経

営状況については、ずっとよろしい状況ではなくて、赤字黒字というのが公立病院ですので、採

算性が必ずしも良くなくても医療としてやる必要があると思うので、赤字が絶対に悪いというわ

けではないのですけれども、ただ幾らでも赤字がだらだら垂れ流しになってしまって、市からの

税金で支えられているのがずっと続いてしまうと、それは市としても、いつまでもずっと何十億

も支えられるわけではないかもしれないので、そういった中では経営をしっかり立て直していく

ことが非常に重要になります。その市民病院の経営力があまり良くない、根本的な原因は、やっ

ぱり医師が必要数いないということになります。特に、高齢化社会に進んでいくと医療に対する

需要は増えてくるのですけれども、なかなか市民の方々の医療需要にしっかり応えられていない

ということになります。 

では、医師を増やすにはどうすればいいかというときに、フリーランスで近くにいらっしゃる

ドクターを採用するのは現実的に難しくて、開業医さんに市民病院に来てもらうのは難しいし、

いわゆる勤務医という大きな病院で働いているドクターを西尾市民病院に来てもらうときにどう

すればいいかというと、大体ドクターの多くは医局という大学の中の組織に所属をしております

ので、そこの医局という組織のトップである教授という方が人事権を持っていますので、そこの

教授の元に伺って、西尾市民病院の現状とか西尾市という地域に非常に医師が足らない現状をし

っかりお伝えをして、そこの教授から「西尾市民病院にドクター派遣しなくてはいけない」とい

うことを地道にやるというのが多分一番現実的にドクターを増やす得策だと思います。僕が就任

以降、僕自身も月一回くらいでいろいろ行って、病院長とかはもっと行っていただいていて、医

師派遣につながった科もあるのですけれども、その一方で、なかなか派遣につながらない科もあ

って、大学の方も医局という組織に十分に人が必ずしもいるわけではないとすると、ない袖は振

れないみたいなことになってしまうのですけれども、ただ少しでもそういったところにしっかり

と思いを伝えていって依頼をしていこうと思います。 
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今、少し考えているのは、手術支援ロボットといって、一番有名なのがダヴィンチで、お聞き

になったことがあるかもしれませんけれども、ダヴィンチかどうかは別として、そういうロボッ

トを西尾市民病院にも導入しようということで、今、検討を進めています。それは、患者さんの

体の負担の軽減にもつながりますし、ドクター側としても、今はそういったものがあって当然と

いう時代になってきていますので、お金は１億数千万円かかるのですけれども、しっかりと元が

取れるように使っていきたいと思っています。そういった形で、市民病院のドクターを必要数確

保するための方策については、全力をあげていきたいと思います。 

余談になりますけれども、僕が就任して早々のときに、碧南市民病院と統合するということを

検討の俎上にあげました。当時は、碧南市さんからお断りが正式にあったので、一旦立ち消えに

なっているのですけれども、ただ、西尾も碧南もお互いに正直苦しいです。それをお互い痩せ我

慢し合うのはいいことではないです。ただ、行政区画を越えて、統合、合併をするというのはハ

ードルが高くて、それは首長同士の考えもそうだし、議会とか市民とかが、同じベクトルという

か同じ思いにならないとなかなか実現できません。ただ、僕が言うのもなんですけれども、一旦

はお断りされましたけれども、それ以降、碧南市さん側としても当時よりも苦しい状況になって

いるので、もう一回そういったところも方策としては探していきながら、なんとかいい形の地域

医療を実現していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

次、見出しが変わりまして、いのちを守る、暮らしを守る、環境を守るまちというところで、

下から４番目と３番目のところを読みます。 

一人一日当たりの家庭ごみ排出量愛知県ワースト１の返上に向け、雑がみ分別と生ごみ減量の

啓発活動を実施。広域ごみ処理施設の12年度供用開始を目指し、施設の整備運営を行う事業者選

定の手続とあります。両方とも、ごみの関係になりますけれども、まず、家庭ごみについては、

人口一人当たりの排出量が、西尾市が愛知県の中で一番多いという不名誉な記録が９年連続で続

いています。なかなか原因がつかめない部分があるのですけれども、ただこの不名誉な記録を少

しでも返上したいという思いもありますし、世の中全般にＳＤＧｓを含めて、環境負荷の少ない

生活をしていきましょうという流れの中で、やっぱりごみをしっかり減らしていこうというのは、

これまで以上に強く思っています。 

ごみのカテゴリーの内訳をみると、ひとつは紙類が結構多くて紙類は普通に燃えるごみで捨て

れば燃やすのですけれども、分別していただけるとそれはリサイクルできますので、そこに力を

入れようということで、２年ほど前から雑がみの回収をやらせていただいております。雑がみの

回収についてはだいぶ定着してきていて、今、年間で50トンが目標なのですけれども、その目標

を超える月も少し出てきていて、大分いい傾向になってきているところで、今年は生ごみの啓発

に力を入れています。 

生ごみは、理想はコンポストといって肥料にできるようなものがあるので、そういった形でや

って、ごみではなくて農業で使えるようにするのが一番理想なのですけれども、全部の家庭でそ

れをやるのは酷な話なので、現実的な対応として今啓発しているのが、生ごみも流しにあるもの

をそのまま袋に入れるとびちゃびちゃですし重さもあるので、それを焼却すると炉も傷みますの

で、それを一回ぎゅっと絞ってもらうだけでも、大分水分が飛びます。生ごみの多くは水分なの

で、本当はある程度、乾燥するのがいいのですけれども、一回絞っていただくだけでも違うので、

そういった啓発をしていますので、皆様方も御家庭の中で、お気に留めていただいて、どうすれ

ば生ごみを減らせるかということを実践していただきたいと思います。 

２番目が、今、ホワイトウェイブのところにクリーンセンターといって、ごみの焼却施設があ

りますけれども、新しい施設を令和12年度稼働に向けて準備を進めています。最終的な事業者は

来年度決まる予定なのですけれども、今、新しいごみの焼却施設の建設費だけで、物価高騰の影

響もあるので、大体350億円くらいかかるのではないかと見込んでいて、350億円もかかる施設と
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いうのは市のサービスで他にはないので、ごみの関係は一番お金がかかっていると思います。建

設だけではなくて、年間のごみの処理にかかるコストも10数億とかかかっているので、ごみを減

らすというのは、環境にいい生活をするというだけではなくて、市の財政を他の市民サービスで

使えるようにするという意味でも、非常に大事なことになります。こればかりは行政だけが旗を

振っていても結果がついてこないので、なるべくいろいろなところで僕も言うようにしています

し、環境部とかそういった職員も含めて、いろいろなところで啓発をさせていていただいていま

すので、なんとかそういったごみの少ないまちにしていきたいということで、改めて御協力をよ

ろしくお願いします。 

最後の見出しの、誰もがキラキラと輝き、誇り・愛着の持てるまちの一番下のところを見てく

ださい。西尾市方式ＰＦＩ事業の契約解除に伴う損害賠償額確定による、終局的解決の早期かつ

確実な実現への取組みということで、僕が１期目の選挙に立候補するときの大きな公約の１つが、

このＰＦＩ事業というものでありまして、当時１期目は見直しをするということで掲げたのです

けれども、１期目に事業者とずっと話をしていく中で、事業者に市民の考えに沿った対応をして

いただけなかったので、２期目当選してすぐに契約自体を打ち切りました。契約自体を打ち切っ

ているので、実質的なまちづくりに対する影響はないのですけれども、この７年間で、すごくた

くさんの訴訟を事業者側から訴えられました。中には払わないといけない訴訟もあったのですけ

れども、その多くの訴訟については、ふっかけられていると言ってはいけないかもしれないけれ

ど、全部を却下というか、棄却というか、認められない結果になっています。いたずらに時間が

過ぎてしまったことと、訴訟に対応するための弁護士費用とかもかかっているので、それだけで

も馬鹿にならない金額であって、そのためにお金だとか、時間を費やしてしまったということに

対して、非常に複雑な思いをしているのですけれども、ただ、ＰＦＩ事業をずっと続けていたら

良かったのかというと決してそうではなくて、無駄遣いとは言わないですけれども、非常に適切

ではない額の支出が続いていたので、そこは契約を切ったこと自体は適切だったと今も思ってい

ます。 

先ほど、訴訟がたくさんと言ったのですけれど、一番大事なことは契約をやめたことによる損

害賠償の額を確定させることが最終的な解決になります。今までの訴訟というのは、大事ではな

いとは言わないですけれども、本質の部分からすると枝葉のような議論であって、そこの訴訟が

全部終わったので、これからは一番大事な契約を解除したことに伴う損害賠償の確定のための訴

訟にやっと進めるというところで、これは市のほうから訴訟を打つわけにはいかないので、事業

者側に、市民の安心のためも訴訟して早く解決させましょうという働きかけをしています。これ

からは司法の場での話になりますので、また必要に応じて報告はさせていただきますけれども、

今はとりあえずそういった状況になりますということで、報告をさせていただきました。 

この時間帯のお話は以上にさせていただきますので、よろしくお願いします。 

ありがとうございました。 

 

○司会（広報広聴課） 

ただいま市長が説明させていただきました市政運営に関して御質問のある方は、後ほど設けま

す自由意見交換の時間の中で御発言いただくことといたします。 

ここからは、事前に御提出いただきました御意見や御質問などについて、市から回答をさせて

いただきます。 

代表の方は、質問内容を１件ずつ読み上げてください。その後、市長から回答を申し上げます。 

市からの回答に対する御意見や御質問は、１件ずつ時間を区切ってお伺いしますので、よろし

くお願いいたします。 

本日のスケジュールの最後には、自由意見交換の時間も設けますので、円滑な進行に御協力を
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いただきますよう、お願いいたします。 

それでは、１件目を平坂町副総代の神谷守人様、お願いいたします。 

１件目は２つございますので１件ずつ回答をいたします。最初に１の１を神谷様お願いいたし

ます。 

 

○神谷平坂町副総代 

平坂町副総代の神谷でございます。よろしくお願いいたします。 

１件目は、津波避難タワー及び平坂樋門についてでございます。まずは、１件目の１といたし

まして、小栗町地内に建設予定されている津波避難タワーについて、進捗状況と今後のスケジュ

ールはどのようになっているでしょうか。また、津波避難タワーが完成した後の平常時の利用に

ついて、どのようにお考えになっていますでしょうか。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

市長、回答をお願いします。 

 

○市長 

神谷さん、ありがとうございます。 

小栗町のタワーについては、昨年度設計が完了していまして、来年度建設工事に入って来年度

中には工事が終わる予定であります。また、完成後については、地域の防災訓練だとか見学とか

防災に関するイベントで利用いただくことを想定していますので、よろしくお願いします。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

続いて、１の２を神谷様、お願いいたします。 

 

○神谷平坂町副総代 

２点目なのですが、平坂地区は浸水被害のある地域であり、大雨や台風の際には平坂樋門の開

閉を町民が行っています。そこで現在は２名の方にお願いしておりますが、大変危険を伴う作業

ですので、自動化にすることはできませんでしょうか。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

市長、回答をお願いいたします。 

 

○市長 

日頃、樋門の操作していただいている方々には、本当に感謝するところでありまして、なかな

か大変な状況の中で外に出て、そこまで行くということなので、本当に頭が上がらないところで

あります。樋門の開閉について、まず、地震時の対応として自動化は可能であって、実際に平坂

樋門については、平成30年度に震度５強以上の揺れが察知された場合には自動で閉まるようにな

っています。 

ただ、大雨や台風の場合に自動化するのは、難しいようでありまして、高潮や大雨における樋

門操作では、内水外水の推移差や上流からの雨水の入流量を確認しながらの操作となり、また、

併設する平坂排水機場の排水ポンプについても状況を確認しながらの操作となりますので、自動
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化することは困難です。今後、ＡＩの精度が高まってくれば、そういったことを自動化すること

も、人がやらなくてもできるのではないかと個人的には思うのですけれど、現時点ではそういっ

たところの実用化は難しいということなので、当面はアナログといいますか、人的な対応という

ことで、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

それでは、ここで３分間、質問の時間とさせていただきます。 

１件目、全体に対する質問等がございます方は挙手をお願いいたします。 

 

○小嶋西小梛町町内会長 

すみません、いいですか。 

 

○司会（広報広聴課） 

どうぞ。恐れ入ります。町内会名とお名前を。 

 

○小嶋西小梛町町内会長 

西小梛町の小嶋です。避難タワーについてですが、実は私の母は今この世にいませんが、前の

地震にあって、三河地震の話をよく生前にしておりました。ただ、津波が来たということは全く

言わなかったです。だから、津波避難タワーを造るなとは言いませんが、よく東南海で津波が来

るとかいいながら、東南海や南海トラフについても専門家の中で実は意見分かれていますので、

こういった津波対策というのが、果たしてどのぐらい必要なのかということについては、どうい

う根拠に基づいているのかとか、その辺を知りたいと思います。 

 

○司会（広報広聴課） 

ただいまの御質問について回答をお願いします。 

 

○市長 

簡単に僕から話しますので、足らないところは危機管理局長から補足させていただきます。ど

こまでのことを想定して対策するかというのは難しい話で、感情的に言うと、歴史上起きていな

いことについて対策する必要はないのではないかというところは、十分共感できる部分もありま

す。ですが、過去の日本で起こった災害を見ていて、想定外が通用しないという時代であるとも

思います。過去に来なかったということは理由にならなくて、理論上来るということになれば、

そこに対して対策をしなければいけないというのが、我々の置かれている状況だと思っています。

本当に来るのかどうか疑問に思われるのはごもっともな部分もありますが、理論上、来るという

ことであれば、その対策をしないと、もしそれが来た場合にとてもじゃないけど我々としても立

場がありません。理論がある以上は、そこに対して対策しない手はないのかなと思っています。 

 

○小嶋西小梛町町内会長 

おっしゃることは理解できますが、そういうことを言うときりがないですよね。この間、想定

外がすごく言われたのは、原発の関係だったと思います。でも、例えば三陸辺りの津波というの

も、歴史的に何回も繰り返されていて、あんな近いところでなくても、南アメリカで起こった地

震で津波が来て、昭和の頭にひどい目にあったことがあります。想定外は許されないというのは、

市長の立場ではそうだと思いますが、でも、だから全てやらないといけないのか。そこに係る費
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用でもっと身近に救わないといけない命があるのではないかと。交通事故もうは当たり前に起こ

っているから、しょうがないみたいになってしまっているが、それは違うのではないか。もう少

し全体的に考えてバランスが必要かなと思います。そんな中で、津波避難タワーをいっぱい造る

ことにどのぐらい意味があるのかと。そういう意味でどうかと思っています。 

 

○司会（広報広聴課） 

危機管理局長。 

 

○簗瀬危機管理局長 

危機管理局長の簗瀬と申します。よろしくお願いいたします。今の御質問で、今、津波避難タ

ワーを整備するところが全体で10か所ということになりますが、これらにつきましては、愛知県

が南海トラフの地震が来た場合の想定の津波高を計算しております。その中で、浸水するような

地域をハザードマップというものに落とし込んでおります。これに基づいて、西尾市は10基の津

波避難タワーを整備していくことになっておりますので、全く当てずっぽうでやっているわけで

はなくて、科学的なデータに基づいて整備をさせていただくということで、今進めさせていただ

いていますので、その点を御理解いただきたいと思います。 

以上です。 

 

○司会（広報広聴課） 

それでは、予定の３分を過ぎましたので、２件目に移らせていただきます。 

次に、２件目を中畑小校区代表町内会長の稲垣正彦様、お願いいたします。 

 

○稲垣中畑小校区代表町内会長 

中畑小校区代表の稲垣正彦と申します。 

ふれあいセンターの建設についてですけれども、西尾市では順次いろいろな地区にふれあいセ

ンターができてきました。その中で、中畑については公共施設が全くないということで、ぜひ作

ってほしいということで、平成22年に初めて市に要望を出しました。それに対して、25年くらい

に、何とか市政懇談会の中で検討をしていくという回答をいただいたということであります。平

成29年にふれあいセンターの建設の基本構想が発表されました。その中では、中畑地区には必要

な施設であるということが明言されています。 

ただ、その要望書を出した後に、先ほどから出ている公共施設再配置計画が出たことによって、

一旦構想がストップになりそうになったのですけれども、必要があるということでその中で基本

的な施設ということで、中畑小のプールの跡地につくるという計画が出されました。中畑町でそ

のことについて検討をしたところ、場所的には特に小学校から駐車場では困ると。駐車場内につ

くってはというようなことがあって、それから安全面とかいろいろなことで、やっぱりその計画

については場所を変更してほしいという声が非常に強かったので、出させていただきました。 

それに対して、多くの声を聞いたほうがいいからということで、一旦計画が棚上げになったと

いうことでありますが、私たちは必要があると言うことは絶対に生きていくというふうに思って

いるのですが、西尾市もそのことについては否定されておりません。そのままずっときて、平成

11年に改めて、もうこのまま放置しておいてもなんともならないということで、中畑町で改めて、

田貫も含めて要望書を出させていただいたという経緯であります。 

しかし、その中でも、やはり公共施設再配置の方針のために、建設に向けた合理的な必要性を

導き出すことが必要であり、早急には対応できないという強烈なお言葉をいただきました。先ほ

どの市長の言葉の中でも、とにかく財政面が非常に苦しいと。必要なものについては、順次出す
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ということで、特に学校面については仕方なく中畑の要望をどんどん追い抜かれて、文化会館を

直す、総合体育館を直す、学校の特別教室のエアコン、そのうちには体育館のエアコンというこ

とで、どんどん追い抜かれ、もうそれも仕方ないと。こうなると、多分10年先、20年先でも、や

っぱりだめだろうなと半分は思っていて、本当に諦め顔です。 

その中で中畑町民からは、行政サービスについては、全く公共施設がないことによって受ける

ことができていないと。西尾市が施設をつくっていく段階で、なんでこんな不平等な順番でつく

ったんだろうという声が非常に大きくて、それについては本当に腹立たしく、私も怒り心頭であ

る状況でありますが、現状、今さらそんなこと言っても仕方ないですので、せめてそういうサー

ビスを受けることができないかということを、今回かなりトーンを下げて質問をさせてもらいま

した。公共施設がないことによって、中畑小校区の住民が不利益を被っているのではないかと。

特に今年の夏については、公民館を利用して小学生の子たちに学習開放をやらせてもらいました。

ふれあいセンターでは自由に使えるようなところもあるわけですけれども、それについても、１

年目については、私の自腹でやって対応しました。２年目、３年目は、ちょっと苦しいなと思っ

て、町内の協議委員会に頼んで町内の費用で負担したということで、やっぱり行政サービスを我々

町民が負担しなければいけないというというような現状になっています。それについて、何か変

わりの行政サービスを受けることはできないかという今回の質問であります。 

以上です。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

市長、回答をお願いします。 

 

○市長 

中畑ふれあいセンターにつきましては、決して追い越して予算を放置しているというつもりは

ありませんが、平成29年度が大きなターニングポイントだったと思います。僕は、平成29年度の

途中から就任しているので、前後関係が分からないのですけれど、29年度に何があったかと言う

と、ひとつは、中畑ふれあいセンター建設基本構想というものが発表されたということで、基本

構想を発表するということは、造る方向の道に乗っている話なんです。それがひとつありました。

もう一つ29年３月に、公共施設等総合管理計画というものが策定されています。その総合管理計

画というものとふれあいセンターの基本構想が、ほぼ近い時期に出されていて、総合管理計画と

いうものの中では、公共施設の管理に関する基本方針というものがあって、少し読みますと、「人

口減少に伴って、機能を維持する方策を講じながら、公共施設の保有総量を段階的に圧縮するた

め、原則として、新たな公共施設は建設しない。ただし、政策上、新たな公共施設の建設を計画

した場合、既存施設の廃止を進めることで、施設の保有総量の抑制を図るものとする。」とありま

す。 

これをそのまま読み込んで四角四面に適応すると、中畑ふれあいセンターは多分できないはず

なんですよ。そうすると、市の内部でそこの公共施設の基本計画、総合管理計画だとか、基本方

針の部分と中畑ふれあいセンターの基本構想をどのように整合性を取ろうとしたということが、

僕は分からないので、明確なことを言えないですけれども、少なくとも中畑ふれあいセンターに

ついては、そういった計画とか基本方針ができる前から地域から要望があって、ずっと建設に向

けて話合いをしていたはずです。それを計画ができたということで、そこからはもう考え方が変

わりましたというのは、僕は地元に対して不信感を招くと思うので、それを四角四面な形で適応

するのは適切ではないと思います。ただ、公共施設の再配置の基本方針を全く無視していいかと

いうと、それも多分違っていて、令和４年度にいただいた地元からの要望書の中にも公共施設再
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配置の方針に沿ってと書いてあるので、あとは公共施設再配置の方針の部分と、中畑ふれあいセ

ンターの建設をしようとしていたというところの整合性をどう図るかになると思います。 

そのため、要望書を出していただいたときにも必要な施設だと思っているということはお答え

しましたし、それについて僕の考えは変わってはいないです。あとは、それに向けてどう知恵を

絞りながら、ある程度基本方針の考えに則っている形のふれあいセンターをつくり上げていくか

というところになると思います。この１年ほど、市の担当課と地元の皆さんとでコミュニケーシ

ョンの機会がつくれていないというところは、我々のほうとして正直まずい部分だと思います。

そういった知恵を絞りながら、しっかりと整合性の取れる施設までゴールにたどり着けるかどう

かは別として、そこの取組をやっていないということは、そこは批判されてしかるべきだと思い

ますし、言い訳できる余地はないと思いますので、まずは、そこは申し訳ないと思います。 

ただ、行政側からも知恵を出していきますので、地元からも情報とか知恵を一緒に出していた

だく中で、公共施設再配置の基本方針に全く背くようなことはなくて、かつ、ふれあいセンター

ができるようになるにはどうするかというところを一緒になって考えていきたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 

○司会（広報広聴課） 

稲垣様、どうぞ。 

 

○稲垣中畑小校区代表町内会長 

今のお答えの中で、私が気になったのは、公共施設再配置ということで私も公務員をやってお

りましたので、その再配置については、スクラップアンドビルドという言葉がぽんと出たことが

あります。私が今、市長さんが言った中で引っかかったのが、西尾市がやってきたことが、施設

のアンバランスな建設をされたというのは、もうそれは事実ですよね。だから、そのことに対し

て、廃止をすることを検討する施設があったのかどうか、そういう検討をしたのかについてちょ

っと質問したくて。だから今、既存の施設の中で、非常に人口当たり少ないところもあるし、利

用率の低いところもあるので、多分利用率等は計っていると思うのですけれど、やっぱりないと

ころについてつくろうと思ったら廃止するということを、ちらっと言われたと思うので、そうい

う廃止の検討をされたことがあるのかを伺いたいです。 

 

○市長 

例えば、最近の公共施設でいうと、今、テニスコートが歴史公園のところにありますよね。あ

そこに生涯学習センターを造っていくのですけれども、あれは近くにある中央ふれあいセンター

とアクティにしおという児童館の隣にある建物を廃止をして統合していくということで、延床面

積は減りますので、そこは総量圧縮ができるということで、基本的にはそういう考え方に基づい

てやります。 

あと建物ではなくて、例えばテニスコートを吉良町の駮馬瀬戸地区という、今度デンソーが工

場を建てる近くに今造っているのですけれども、それについても新しいものを造るだけだと増え

てしまうので、歴史公園のところのテニスコートとか、それ以外のところも廃止をしていく中で、

全体としては面積が減ることを心掛けながらやっています。ただ、中畑地区のふれあいセンター

でそれを考えようとすると、そもそも中畑地区にないのに廃止しようがないと。 

 

○稲垣中畑小校区代表町内会長 

だから、西尾市の他の施設を廃止するということを検討しましたか。 
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○市長 

中畑ふれあいセンターに当たってですか。 

 

○稲垣中畑小校区代表町内会長 

既存のふれあいセンターがいくつかある内の１つでも廃止することによって、新たに中畑に造

るという、ひとつの僕の提案なのですけど。そのためには検討しないことには。 

 

○司会（広報広聴課） 

教育部長。 

 

○齋藤教育部長 

教育部長の齋藤と申します。よろしくお願いします。 

ふれあいセンターについて、そういったスクラップアンドビルドという考えに基づいて廃止を

した上で、新たなものを造っていくということを今まで検討したかという御質問と理解してお答

えさせていただきます。まず、一つは中央ふれあいセンターについては・・・ 

 

○稲垣中畑小校区代表町内会長 

それはいい。もう分かりましたので。 

 

○齋藤教育部長 

それ以外については、現段階ですぐに廃止ということはまだ検討していない。ただし・・・ 

 

○稲垣中畑小校区代表町内会長 

分かりました。もう結構です。 

 

○齋藤教育部長 

いえ。 

 

○稲垣中畑小校区代表町内会長 

もういいです。大丈夫です。分かりました。時代の流れの中で、今、私たちがやっていること

も違うものになってしまうのですけれども、高齢者支援、支えたい組織をつくりなさいというの

を長寿課から言われて中畑町にも作りました。そういう会合をやるにしても公民館を使わざるを

得ないので、その電気代とか何かも全て町内でもちろん持っておりますし、加えて、高齢者の健

康を維持するために、まちの体操教室をできるだけいろいろな場所で開きましょうと。こういう

施設があればやることができるわけですけれども、そういうところがないと。 

それから、また全然違う話になるのですけれども、中畑小の児童クラブについては、今定員が

いっぱいであると。それについて、中畑小校区では受け入れるのもほぼ限界に近いですという話

も分かっていて、夏休みは特に町内で、いろいろな複合的な利用ができるので、私たちとしては、

ぜひどこかで踏ん切りをつかなければ、結局、今言われた公共施設再配置ということで全て打ち

切られて、20年先でも、私が死んでも多分できてないだろうということになってしまうのは非常

に寂しいと。感想だけ述べさせてもらって、私のほうは終わります。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 
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お時間も過ぎておりますので、次に３件目を楠村町副総代の永田元吾様、お願いいたします。 

 

○永田楠村町副総代 

楠村町の永田です。よろしくお願いします。 

３件目は、避難所についてです。現在、西尾勤労会館は洪水及び高潮の際の指定緊急避難場所、

指定避難所及び自主避難所とされていますが、地震及び津波の指定緊急避難場所等には指定され

ていません。空調設備があり過ごしやすい施設ですので、地震及び津波の指定緊急避難場所等に

追加してください。３の１は以上です。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

市長、回答をお願いします。 

 

○市長 

永田さん、ありがとうございます。 

まず、避難所の考え方というものがあって、市では、町内会ごとに同じ避難所になるように割

当てをするとあります。具体的に話をしますと、地震、津波のときの平坂小校区の避難所への想

定避難者が2,350人で今想定をしています。その2,350人に対して勤労会館の収容人数は1,940人と

考えています。一方、平坂中学校は収容人数が3,354人と考えていますので、その2,350人を勤労

会館だけで全員収容ができないけれども、平坂中学校だと全員収容できるので、そこを分けるの

ではなくて、なるべく集約させてという中で、平坂中学校を指定しているというのが現実になり

ます。また、洪水、高潮ということになりますと、想定避難者が7,500人と考えていて、地震、津

波のときよりも非常に多くなります。その7,500人を先ほどみたいに平坂中学校で収容できるかと

いうと、平坂中学校3,354人なので収容しきれないので、基本は平坂中学校なのだけれども、そこ

に収容しきれない部分を平坂小学校とか勤労会館も使用できるようにしているというのが考え方

になります。 

あと、避難所を指定した場合に避難所配置職員として、市の職員を５名前後配置するという運

用をしていますので、避難所が増えてしまうと、その分職員をたくさん配置させないといけない

といった事情もあるので、できる限り避難所を集約させたい思いもあって、現状のような運用に

なっていくということになりますので、御理解いただきたいと思います。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

続いて、３の２を永田様、お願いします。 

 

○永田楠村町副総代 

２番目ですが、南海トラフ地震が発生した場合、平坂小校区では、平坂小学校が津波、今言わ

れた平坂中学校が地震及び津波の指定緊急避難場所とされていますが、スペースの確保が不十分

だと思います。特に、女性、子ども及び高齢者などはプライバシー保護の観点から、ある程度の

スペースを確保する必要があります。 

そこで、平坂小学校・中学校に隣接し、地域の中でも高台にある、楠村町ふれあい公民館を指

定緊急避難場所等に指定してください。指定していただければ、ホール及び和室を仮設避難所と

して整備したいと考えています。整備内容としては、Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備、防災無線の設置です。

また、敷地内に防災倉庫を設置し、資機材、生活用品、食料品及び衛生用品を備蓄する計画です。
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なお、整備に必要な費用は、防災資機材等補助制度の利用と町内会運営費で賄います。町内会所

有の施設を指定緊急避難場所等に指定することの可否について、市の考えを教えてください。 

以上です。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

市長、回答をお願いします。 

 

○市長 

まずは、町内会として独自にそういった防災に対する備えをしていきたいというお考えを示し

ていただいたことに対して非常にうれしく思います。お答えとしては、先ほどの１番と同じよう

な形になってしまって恐縮なのですけれども、プライバシーの観点等も含めてどれだけ１人当た

りのスペースを取るかという考えはあると思いますけれども、ただ、市の想定の中では平坂中学

校であれば、地震、津波発災時における避難所への想定避難者を全て収容できるというのが考え

でありまして、その中で、学校のどこを使うとかということも学校側と調整をして使用すること

になっているので、そもそもの想定がどうなのかという議論は別にあるかもしれませんけれども、

今の想定の中では、平坂中学校でしっかりとスペースは確保できると思っています。 

そういった理由と、先ほど申し上げたように公的に避難所を設置することによって、配置する

職員等も増えてしまうので、公的に地区の公民館とかを指定するというのは、我々としても難し

いのですけれども、ただ大きな災害ではない場合とかに地元の中のルールとして、ここに来てく

れれば、ある程度快適に過ごせるから皆ここに来ようとか、やっていただくのは全然問題ない話

なので、それは共助の中でやっていただけると本当に逆にありがたいというか、非常にうれしい

お申し出かと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

それでは、ここで３分間、質問及び答弁の時間とさせていただきます。 

３件目全体に対する質問等がある方は、挙手をお願いいたします。 

 

○松井楠村町総代 

はい。 

 

○司会（広報広聴課） 

それでは、町内会名と、お名前おっしゃってから御発言ください。 

 

○松井楠村町総代 

楠村町内会代表の松井でございます。 

今の施設の件ですけれども、私の思いは楠村町西分署から西側が楠村町の一番低い土地でござ

います。標高は２メートル弱、そういうところの方を、我々自分の町は自分で守ろうということ

で、市長も言われましたように、学校関係分かります。だから長く滞在しようと思うとそれは学

校だって授業があります。そういう観点から、楠村町、私が見ていると10軒くらいあるんです、

低く。これは、アイチセラテックという会社がございます。そのところは本当に低いです。そう

いった方が、私が総代をやっておりまして、総代なんとかしてくれと。３日でも４日でもいいか

ら、よその家に一緒に泊まると迷惑がかかる、だったらそういうところ公民館に泊まらせてくだ
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さいという要望が常々自主防災会があるたびに私のほうにございます。それで、こういうことは

どうかということで、今回提起させてもらいました。 

ですから、要は、市長が言われます人員がいないかどうかではなくて、隣の中学校、小学校が

近くでございます。だから、来てもらっても結構です。来てもらっても、別にそこに駐在してい

なくとも、そういう観点で考えていただいて、西尾市でひな形をひとつつくっていただけると。

特に、南海トラフが８月８日に宮崎県沖で想定区域内に地震が起きていると、そういうことの危

機を我々持っております。 

そういうことを考えて、市長、まず楠村町に指定避難所をつくったらどうかということを前向

きに考えていただきたいです。方法うんぬんじゃなくて、ひとつやってみろと。そういうことを

お願いしたい。我々、楠村の中で自主防災組織を持っております。町内会長含めて。だから、私

はそういうことを含めながら前向きにやっていきたい。そういう考えを持っておりますので、ぜ

ひ、くどいですけれども、もう一度帰って検討していただきたいと思います。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

それでは、お時間のほうもございますので、次に４件目を田貫町第１町内会長の石川優治様、

お願いいたします。 

 

○石川田貫町第１町内会長 

田貫町第１町内会長の石川でございます。今日はよろしくお願いいたします。 

これは質問というよりも、どちらかというと意見というか思いに近いのですが、テーマは子ど

も未来館の建設をしたらどうかということなのですけれども、市内各地に中央児童館とか寺津こ

ども広場、吉良児童館などの児童館と称する施設がございます。これらの施設を集約して、新し

いコンセプトのこども未来館を建設して、横断的な少子化対策としても使えるのではないかとい

うことなので活用してはいかがかと思っています。 

私の持っているイメージは、縦軸に０歳からお年寄りまでの年齢として、Ｘ軸で横軸に現在か

ら未来、これは夢ということなのですけれども、どちらかというと、児童館というのは、年齢的

にちょっとこれは小さな方が、それでふれあいセンターが恐らく下からずっと御高齢の方まで、

ある程度カバーしているイメージになります。 

そして今回、私の思いというのは、この未来館で使用しているような、年齢的にはつまり小学

校高学年、それから中学校、高校生、大体地元でそこまではどちらかというと暮らしている子ど

も達というか、青少年に近いこういった人が現在、過去、未来に横串を刺すようなイメージです。

その辺りをケアという意味の思いです。それは新しいコンセプトで書いたのですけれども、子ど

もの夢への挑戦を応援する施設、子ども中心に世代を超えて市民がつながる施設、子育ち・子育

ての中核となるような施設、こういったコンセプトの中で、施設内容をいろいろ書いてあります

けれども、現在ボルダリングだとかドローンなどといったものもあったりします。 

それは置いておいても、私の問題意識としては、中学生、高校生ぐらいですと、将来の自分は

何になりたいかとか、何をしたいかということに対して、そのきっかけづくりとなる施設があれ

ばうれしいのではないかと思います。 

例えば、小さい子ですと、私は将来ケーキ屋さんになりたいとか、そういうのもある。ところ

が、小学校、中学校、高校になると、当然、社会に出てからの自分の進路を決めなくてはいけな

い。自分自身を振り返ってみますと、どういう方向へ行ったらいいのだろうというのが、当然な

かなか決めきれなかった。もう今は済んでしまったのですけれども。 

そうした社会からはデータを見ると、３割くらいやっぱり当初就職した子が辞めているんです
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ね。やっぱりそこで、結局自分の将来の姿を決めきれないというのがあるのではないかと思いま

す。そうすると、そこで子どもたちに将来を自分で決めなさいというのは、決めきれないところ

もあったりすると思うので、そこで我々大人たちの手助けというか、仕組みだとか、いろいろ判

断の部分といったものも含めてケアする必要があるのではないかと思っています。 

したがって、その辺の行政としての取組が、今こういうものがあるよ、あるいは将来こういう

ものをやっていこうというふうに考えているとか、御意見をいただければありがたいと思って、

今回質問させていただきました。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

市長、回答をお願いします。 

 

○市長 

石川さん、ありがとうございます。 

まず建物の話をすると、分散していろいろなところに大きくないけれども、あるのがいいとい

うやり方と、大きなものをぎゅっと集約してやったほうがいいというやり方があって、人によっ

て考え方が違うので一概にどっちがいいとは言えないのですけれども、ただあまり公共施設配置

ばかり言ってはいけないのですが、新しいものを何十億かけて造るというのが、市の今の状況の

中で難しい部分があります。ただ、ここでおっしゃっているコンセプトについては、僕は本当に

そのとおりだと思うので、そこは１つに集約する箱ではないけれども、そういう趣旨を汲んだ取

組とか施設はつくっていきたいと思っていて、先ほど申し上げた生涯学習センターを歴史公園の

下のところの今のテニスコートの辺りにつくっていきます。そこの中では、１つは子どもたちが

思いっきり遊べる場を作ります。そこは、１つは室内で遊べる場と公園という形で室外で遊べる

場と両方つくるのですけれども、子供たちにも幅があり、小学校の中学年以下から保育園児、幼

稚園児くらいまでの対象で考えているのですけれども、天気が悪い日でも遊べる場所がないとい

うのは結構お母さん方から要望が多くて、それに対応するための遊べる施設と、あとは隣接した

ところに公園があって、公園も芝生を敷くとか遊具を置くだけではなくて、砂遊びとか土遊びと

か、そういうちょっと昭和的な遊びだけれども、子どもたちが楽しめるような工夫をした場をつ

くっていきますので、ひとつはそれがあります。 

あとは、他の部分でいうとソフト事業を昨年から始めたのですけれども、キッザニアという施

設がありますよね。子どもたちが職業体験できるという経験は、子ども自身も親の方もニーズが

多くて、昨年、実はここでキッザニシオといって、子供たちがいろいろな職業体験できるイベン

トをやったのですけれども、あまりにも盛況で受けきれなくて不満も出てしまったのですが、そ

れをしっかりと体制を整えて、今年一色でやります。こうした取組は、非常に喜んでもらえるし、

子供たちが自分の夢をより明確化してもらえるものなので、できれば継続して続けていきたいと

いう取組をしてやっていきます。 

あとは高校生に対して、昨年度から商工振興課という部署が学校に出向いて、具体的には鶴城

丘高校とか、今年から西尾東高校にも行ったのですけれども、ビジネスプランコンテストの応募

も見据えて、子どもたちに対してビジネスプランを考えるみたいなことを学校と一緒になってや

らせてもらっています。別に僕は、起業するのがいいと言いたいわけではないのですけれども、

ただ、どちらかというと、今ってリスクを犯すことをやめさせるというか、安全に周りがやらせ

るので、子どもたちもチャレンジして思い切って何かやるというよりは、無難にいったほうが良

いという世の中になってしまっていると僕は思っていて、そういう中で思い切りチャレンジする

ことの大切さとか、そのためにいろいろな知恵を絞ることの良さとかを経験してもらいたくて、
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そのために今ビジネスプランコンテストということで、西尾市の地域課題を自分たちで考えて、

それに対してビジネスという視点で、どうすると解決できるかというのを本気でやってもらって

います。そういうことをやると西尾市のことを知って、西尾市を好きになったりとか、それを自

分の仕事にやってみようかという方も増えてくるので、そういったこともやってきたいと思いま

す。 

あとは、アスレチックと決まっているわけではないのですけれども、八ツ面山の男山のところ

に昔アスレチックがあって、今は廃止してしまったのですが、そこの八ツ面の女山、男山の再整

備も将来的に考えているので、その中で自然環境を生かしながら、子どもたちのそういう例えば

でいうと、ボルダリングとかアクレチックとかも１つの選択肢としてそういうところができるよ

うなところをやっていきたいと思います。集約ではないですけれども、思いはごもっともだと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

○石川田貫町第１町内会長 

ありがとうございます。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

それでは、ここで３分間、質問及び答弁のお時間とさせていただきます。 

４件目に対する質問等がある方は、挙手をお願いいたします。 

特によろしかったでしょうか。 

はい、ありがとうございます。 

では、次に、５件目を中畑町第７区町内会長の小濱三千男様、お願いいたします。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

中畑町第７区町内会長の小濱といいます。よろしくお願いします。 

声が患っているので、少し聞きづらいこともあるかと思いますけれども、よろしくお願いしま

す。 

５件目は、安心・安全に暮らせるまちづくりということで、先日と書いてありますけれども、

７月に町内のごみ置き場のごみネットが放火されたということで、警察と消防に検証してもらっ

たら、火災ではなく薬品をかけたということでした。それが７月に起きまして、９月にもすぐ10

メートルぐらい近くで、その場と同じネットが溶剤で燃やされたと。その後、10月もごみネット

ではなく、猫防止用のネットが燃やされて、そのネットのところに今度は猫の死体があったとい

うことで、それで警察のほうも防犯カメラがあればなんとかできるということでしたけれど、中

畑町には１件もなく、パトロールの強化をしてもらうということです。 

それで、住民から防犯カメラの設置要望があって、市のほうに相談したのですけれど、個数も

あるしお金もかかるということでした。それで、中電に電話して確認したらこれも高額で、また、

みまもりトークというところも確認しましたが、30万、40万かかって年間の維持費もかかるとい

うことで、今検討中ということです。 

近年、外国の方も増えてきて、ごみ問題等も大変な問題になっているのですけれど、その辺を

抑制するためにも防犯カメラがあったらどうかということで、近年、関東のほうで闇バイトとか、

交通事故もやっぱり防犯カメラがあることによって早期解決ができるのかなと。警察署のほうに

確認したら、西尾市には防犯カメラがないと。ほとんどお役所関係しかないと。一般のところに

はないと。それだけ安心・安全に暮らせるまちなのかと。でも、昨今、外国人とか、闇バイトと

いった事件等があるので、防犯カメラの設置をしてもらいたいということですが、市のほうとし
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ては、防犯カメラの設置とか補助金に対してどういった考えがあるのかということです。 

以上。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

市長、回答をお願いします。 

 

○市長 

小濱さん、ありがとうございます。 

防犯カメラ自体は、設置をしていく必要があると思います。考え方が２つあって、１つは行政

主導で場所とかも行政が決めて、お金を出してやっていくのと、地域の主体性を尊重しながら行

政が補助するというやり方があって、愛知県内でもどちらをやっているかは、まちまちです。僕

としては、後者のほうの考え方を持っていて、やっぱり地域としても、地域の防犯について意識

を持っていただきたいし、具体的にどこが危ないかというとこをよりきめ細やかに分かると思う

ので、そういったところを地域で考えていただいて、そこの補助が足らなければ補助率を上げる

とかは考える必要があるかもしれませんけれども、行政のほうで進めて場所もお金も考えてとい

うのは、住民が受け身になってしまうので、それは、僕は、防犯の意味では、あまり自分の中で

は気乗りがしないです。自分たちも主体的に考えていただく中で、それに対してしっかり補助を

させていただくという形でやっていきたいと思います。 

また、事前にいただいた資料、御質問の中には手続のことも書いてあったと思いますけれども、

手続については、基本的な考えは、なるべく簡略化して、申請する方々にとって苦にならない形

がいいと思います。ただ、我々もそういった書類のチェックを受けて、あまりにも簡略化しすぎ

てしまうと、これでは駄目だという話になってしまうので、チェックに耐えられるだけの資料は

整える必要があります。具体的にここの手続が面倒くさいとか、ここはいらないのではないかと

いうところがあれば、危機管理局という担当のところとお話いただければ、簡略化できるところ

は簡略化させていただきますし、その書類のチェック上ここはどうしても外せないというところ

は申し訳ないけれどという形になると思いますが、基本的には簡略化はしていきたいとは思って

いますので、また具体的なところがあれば別途、御相談いただきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

よろしくお願いします。 

 

○司会（広報広聴課） 

はい。小濱様、どうぞ。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

それで町民からの要望で、電柱とか公道に架設していただけると経費も大変ということで、自

宅に付ける代わりに市と町と自腹で、年間にかかる電気代はいいですかと言ったら、いいですよ、

という家庭が結構いたので、そうすると防犯カメラ代が４、５万円で、警察にも確認したら、自

分の駐車場から道路や他の家が写るのは問題ないですと。警察も、そのほうが経費もかからず、

年間の電気代が安くなるので、それがいいのではないかと。今日、市長さんにお会いすることで、

市から１万円でもいいから補助金を出せないかということです。 
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○司会（広報広聴課） 

危機管理局長。 

 

○簗瀬危機管理局長 

危機管理局長の簗瀬です。 

今のお話を伺うと、当初はごみ置き場に関して付けたい要望だったかと思いますが。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

今もう、実際ごみ置き場には付いています。 

 

○簗瀬危機管理局長 

今のお話ですと、自宅に付けてというお話なのでしょうか。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

中電、電柱等に付けた場合、いろいろな制約がありまして、承諾書を全部確認して、全部の書

類がありますけれど、いっぱい資料があります。それをクリアすると結構なことで、電柱に付け

る場合、中電にいろいろ経費を年間支払っていくが大変ですので、自宅の駐車場から道路または

民家が写るのは問題ないですと。それだと安くできます。 

いろいろな業者の防犯カメラの見積もりを取りましたけれども、もう20万、30万でこれは大変

だということで、一般家庭に付けるなら安く取り付けができるということです。今、市でも助成

金が20万と資料にありますけれど、それの見積りも全部業者に取って、申請はしないですけれど、

それだと１つ付けるのに大変です。それだったら、各家庭に安く付けるではないですけれど、そ

れに対しての町費と市から例えば１万円ずつ出してくれて、自分が負担するのは２万円だと。そ

の代わり、電気代は出してくださいとなりますが、それだったらいいですよという家庭が何軒も

あったということです。 

 

○簗瀬危機管理局長 

御提案については、今、承知できました。ただ、ここでやります、やりませんという即答は当

然できないので、今の御提案については意見としてお伺いして、一度持ち帰って検討させていた

だくということでやらせていただきたいと。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

それと、今、４件事例があるのですけれど、次の来そうなところのごみネット置き場に県警の

防犯カメラを付けてくれています。ただし、これは期間限定で２か月付けてもらっています。今、

警察に、パトロールを強化してくださいと言っています。警察も24時間付いているわけではない

のですが、ただ、こないだの猫の死体と猫用ネットが燃えたというのは、近所の人が非常に怖が

っています。ただ、防犯カメラがないということで、それを回避することができない状態なので

す。だから、早期防犯カメラを付けてくださいということです。近くの住人が自費で付けている

人がたくさんいますという現状です。 

 

○司会（広報広聴課） 

小濱様、ありがとうございました。 

予定の時刻を過ぎておりますけれども、事前質問があと一問となっておりますので、このまま

続けさせていただきます。 
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次に、６件目を西小梛町町内会長の小嶋邦男様、お願いいたします。 

 

○小嶋西小梛町町内会長 

体育施設の利用についてですが、今、恐らく１枠２時間で、しかも延長ができないと。必ず代

わってくれと言われますが、スポーツは種目によっていろいろあると思うのですが、大体準備等

片付けを入れると30分くらいはみないといけません。一人でやって、一人でとっとと帰るのは問

題ないかもしれないけれど、複数名でいろいろやっていると２時間というのは、かなり窮屈です。

私が、今日午前中に西尾市ではないところでスポーツをやってきたのですが、４名でやっていて、

普通にやっているだけで３時間かかります。 

この１日に２時間１枠のみは、唐突になったような記憶があります。10年くらい前だった気が

します。なぜだということで、当時一緒にスポーツをやっていた人と、総合体育館の窓口に質問

したのですが、そのときのやり取りは大分前の話ですが、ある種目から、人数が多くてうまく運

営できないから２時間に絞ってくれと言われたということでした。本当かどうか知りませんが、

窓口はそう言ったように記憶しています。しかし、それはその種目の利用者の問題であって、私

たちの種目ではそういう問題は一切起こったことがない。それを一律２時間という枠を切るのは

非常におかしいのではないかと思って、私も当時役員をやっていましたので、弓道連盟の会長と、

体育館の館長のところへ行って、どういうことですかと言ったら、答えが「条例で決まっている

からやっているだけだ」と。これで終わりでした。いろいろな言い方で、いろいろな質問をした

のですが、全部これが答えなんです。非常に不愉快。不愉快というのは、何の説明もされない。

議会で決まったかもしれないけれど、窓口が説明してくれないと、私たちは分からない。議会に

聞けというのかと思いましたが、腹立っても仏頂面でずっと同じことをされたものですから、も

うやめました。でも、これは説明責任を果たしてないので、どうなっているんだということで、

ずっと不満を抱いて、この機会があってやっとここで言うわけですが、いかがお考えでしょうか。 

 

○司会（広報広聴課） 

小嶋様、ありがとうございました。 

市長、回答をお願いします。 

 

○市長 

小嶋さん、ありがとうございます。 

まず、窓口での対応につきましては、そういう答え方をしたということでありますと答えにな

っていませんので、非常に不適切でありまして、誠に申し訳ありませんでした。そして、御要望

のほうですけれども、今回の御意見・御要望を受けて近隣市の体育館の取扱いについて調べまし

たところ、西尾市のような制限をしているところはなかったということでした。 

 

○小嶋西小梛町町内会長 

はい。ありません。 

 

○市長 

今後については、近隣市のような形に変えていきたいと思っていますので、よろしくお願いし

ます。 

 

○小嶋西小梛町町内会長 

半日単位くらいが多いと思います。例えば、近隣市だと、安城とか碧南とか利用したことがあ
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るわけですが、大体半日単位くらいです。 

近隣では岡崎とか、日本ガイシの施設になると、あそこは全然別の経営をされていますので、

西尾とは同列に比べられませんが、以前のように４時間で100円に復帰していただきたいというこ

とです。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

それでは、残りあと15分を過ぎてしまっておりますが、ここからは自由意見交換の時間として

進めてまいります。 

時間は、午後８時15分までとさせていただきます。 

まちづくりに対する提案や意見、その他、地域の困り事などございましたら、御発言をお願い

します。 

また、冒頭に市長から説明がありました市政運営に関する御質問でも結構です。冒頭でお伝え

させていただきましたとおり、発言に際しましては、中畑・平坂小校区の方を優先させていただ

きますので、御了承ください。 

先ほどと同じように、挙手をお願いいたします。市長が指名をいたしますので町内会名とお名

前をおっしゃってから御発言ください。 

それでは、市長、ここからお願いいたします。 

 

○市長 

では、一番後ろの杉浦さん。 

 

○杉浦中畑町第９区町内会長 

中畑町第９区町内会長の杉浦と申します。 

先ほどの防犯カメラの関係になってくるのですが、小濱さんが発言されて、要は市としての公

共としてのカメラがいるという御指摘をされて、それをどう付けるかということと町としてはど

う付けていくかという話をされたと思うのですが、現状は、今、カメラが付いている家がたくさ

んあります。私の知り合いだけでも、家に付いているカメラが10数個あります。これは何かある

たび、警察から何かあったときには、その資料を提供しています。 

ですから、例えば、もちろん今から付けていくということも大事ですが、今付いている防犯カ

メラのネットワークといいますか調査というか。例えば、市へ登録するとか、警察で登録すると

かいうように協力しますという意思表示をしていただいて、ここのカメラについては自分の玄関

を見ているけれども、地域の防犯に協力しているというようなエビデンスというか、そういった

証票みたいなのを、例えば、市の施設とか警察からそれをいただいて、それを例えば玄関に貼っ

ていく、門柱に貼っていく、壁に貼っていくということをやっていくだけでも、相当数の防犯カ

メラのネットワークができると思います。 

ですから、これは提案でもありますし、お願いでもありますし、意見でもありますが、そうい

ったような活動を市または警察が中心でやっていただけると、今、現状付いているカメラだけで、

おそらく西尾市内だけで数千個以上、もっとあると思いますので、そういった活動をされると、

西尾市がそういうことに非常に関心が強いことがアピールできると思いますので、お願いできた

らと。 

今、中畑町が３か月連続で事件が起きています。先ほど、防犯ネットを燃やされた、溶剤をか

けられた、猫の死体があった。これ、猫の首が切られて置いてあったという話ですが、もう一つ

あって、トラックの荷台や運転席が燃やされています。丸燃えになっているんです。今月の頭に
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これが連続して起きています。不審な人物がいるという情報も、今、実際にあります。ですから、

これが中畑だけの問題ではなくて、西尾市内、近隣に広がっていく可能性が十分にありますので、

ぜひそういったことをお願いできたらと思います。意見です。 

 

○市長 

はい。非常に有意義な御提案だと思いますので、一度持ち帰ってその辺は何ができるかとか含

めて検討させていきたいと思います。 

ありがとうございました。 

黒い上着の方。 

 

○楠村町町内会村田様 

楠村町町内会の環境建設担当をしている村田といいます。今年度の工事依頼に対して、大変多

く改善というか、対応していただいてありがたく思っております。そこで、最近というか、ここ

数年、集中豪雨で水害があります。楠村町にもセブンイレブンがございますが、ここでも駐車場

から溢れてしまう。中には、店内にも入ってきたことがここ数年の中で発生しているということ

と、もう１点は、今度、平坂保育園が移転される予定ですが、そこの楠村町第６区なのですけれ

ども、その下流に当たる８区でも水害というか、道路に水が溢れてしまってなんとかならないか

ということを町内の方からよく言われまして、工事依頼を出しております。なんとか、そういっ

たことで工事依頼を取り入れていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○市長 

まず、村田さん、ありがとうございました。 

個別の要望に対して、対応できるところはしっかり対応していきたいと思います。豪雨など風

水害の被害が全国的に以前よりも増えてきたり、被害も深刻化しておりまして、他の地区の市政

懇談会をやっていても、今年は、あまり被害はなかったですけれども、やっぱり豪雨とか台風の

被害に対してどう対策をしてくれるのかという御要望が非常に多いです。風水害の対策というの

は結構大きな話になるので、短期間で抜本的な改善はできないですけれども、ただ、県のほうで

は１つ、川の拡幅といったところを継続的にやっていただいていますし、市でも県に要望するだ

けではなくて、今後、マスタープランといって市全体で、そういった豪雨などに対して強いまち

づくりをしていくためには、どういうことをやっていくのかというところをしっかり調査をして、

対策を考えてやっていきたいと思いますので、個別なところはできる限り対応させていただくと

ともに、市全体についても、こういった状況を受けて、今までのやり方では対応できない部分に

なってきているので、被害が深刻化して回数も増えているのを受けて、どうやっていくのかとい

うところをしっかり考えていきますので、よろしくお願いします。 

では、もう一度どうぞ。 

 

○杉浦中畑町第９区町内会長 

中畑町第９区の杉浦です。２回目すみません。 

お時間もありませんので、手短に補足といいますか、自分の知りうる限りのことをお話させて

いただきます。 

中畑ふれあいセンターのことについて、先ほど総代さんが一生懸命いろいろな経緯のお話をさ

れましたが、平成22年に最初に中畑町町内会長全員の連判で意見書を出していると思いますが、

そのときの経緯は私は知りませんが、その提案した場所というのは、中畑町内で一番海抜の高い

ところで提案をしております。この場所というのは、中畑と田貫のなんとなく真ん中のへそのよ
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うな場所でして、どこからも行きやすい場所で提案をしております。それが知らない間に場所が

変わってしまったのが第１点のすれ違いでして、それが中畑小学校のプールを壊して、そこにふ

れあいセンターをつくる。場所としてはそれでいいと思いますが、場所というか、面積ではいい

と思うのですが、ただ、その後、駐車場がないから中畑小学校の運動場をある程度使うというよ

うな御意見を聞かされて、えっというような話になってしまった。 

これは、１つのボタンの掛け違いで、大きなことではありますが、その後の話でこれが大きな

話になるのですが、中畑小学校自体がハザードマップで浸水地域に指定されてしまいました。で

すから、そんなエリアに造ってしまっては、それはいけないと。ふれあいセンターが他のエリア

にもあって、ここにないということも１つ大きな要因ですが、浸水地域に造ってしまう、しかも

駐車場が足らないところに造ってしまう、中畑小学校のグラウンドを駐車場に使ってしまうとそ

んな乱暴な変更がどこかでされています。 

中畑町の当時の町内会長さん全員が連判に出した意見と、全く違う場所にすり替わってしまっ

て、しかもハザードマップで危険に準する場所に指定された。そういうところが非常に大きなこ

とでして、今ずっと、私もふれあいセンターのいろいろな健康関係に参加しておりますけれども、

その経緯を知って、なるほど、今の元々の平成22年で提案した場所は、中畑町でも一番海抜の高

いところ、しかもそこの地主さんにも話をしてあって、かろうじてまだ場所が残っています。た

だ、これも代が変わってしまうと、これはもう力尽きて売ってしまう方が出てきます。実際、今、

出かかっていっているのを聞いています。まだ大きなところではないですが。 

ですから、放置してしまうと、せっかくの海抜の高い安全な場所で造ろうという案自体がなく

なってしまいますので、これは先ほど10年先、20年先にはないかもしれないと言って総代さんが

嘆いておられましたが、それよりももっと大きな危険性を伴っています。ですから、早急に元の

案で、十数年前に提案した場所で再検討というのを真剣に始めていただかないと間に合わない可

能性があります。これは私が聞いている限りの補足と私の意見です。 

以上です。 

 

○司会（広報広聴課） 

教育部長。 

 

○齋藤教育部長 

教育部長の齋藤です。杉浦様、ありがとうございました。 

杉浦様の御意見は理解をいたしました。ひとつボタンの掛け違いというようなことをおっしゃ

られましたので、少しだけ補足をさせてください。 

結果としては地域の皆さんの思いと違ったと理解しておりますけれども、私たちとしては当時

なるべく早く造ってほしいという声も非常にいただいていた認識でありまして、そこの中で当時、

大山地区にという要望はあったのですけれども、なるべく早くできる方法はないかということで、

市として考えたというのが事実でございます。ただ、結果としては、駐車場とか、いろいろな課

題は抱えながらの提案だったので、そういった意味でも地域の皆さんの御理解を得られなかった

というのは、今、理解はしております。 

話が何度も戻ってしまう部分はあるのですけれども、そういったことは分かりますけれども、

一方で我々としても、市長が言いましたような、いろいろな公共施設の再配置といったことがあ

る程度目処が立たない中で、土地だけ先行して買っていくことは難しいと思っておりますので、

申し訳ございませんが、御理解をいただきたいと思います。 

 

○市長 
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他に。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

最後にひとついいですか。 

 

○市長 

どうぞ。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

中畑の小濱といいます。 

空き家問題。これ、うちの奥さんがどうしても言ってくれというので。今、自宅の周り、向こ

う三軒両隣が空き家です。ジャングルのように草木が生い茂っています。何がいけないかという

と、蚊、ハチ、蛇、今日はなんとイタチがうちのデッキを通り過ぎて、最初何かと思ったらイタ

チでした。地主さんに連絡してくださいと市に要望書を出したのですけれど、地主さんがやるか

やらないかというのは地主さんにかかっているという回答でした。多分、西尾市内にも空き家が

たくさんあると思いますけれど、その辺どういった対策をとるつもりですか。 

 

○市長 

はい。空き家問題は、統計によると全部の13％くらいは空き家ではないかというのもあって、

西尾市でも空き家は確かに増えています。我々としても非常に難しく、俗に言う民事不介入とい

いますか、私の財産について公な強制力を持って何かやるというのは、よほど公益を害するとか、

何回指導しても駄目とかという手順を踏めば、ある程度やれるのですけれども、基本的には民民

の話になってしまいます。働きかけだとかお願いは協力できるのですが、あとは地主の方がやら

ないと判断したときに、どうすればいいかというのは我々としても泣き寝入りというか、困った

問題です。そのため、特効薬としてこれをやれば大丈夫ということがないのですけれども。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

勝手に一部、草木は刈らせてもらっておりますけれど。 

 

○市長 

ありがとうございます。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

それは違法ですよね。 

 

○市長 

どうなのかな。梁瀬さんとか、詳しいですか。事務管理とか。 

 

○簗瀬危機管理局長 

民地に勝手に入るというのは当然不法侵入ですが、これはある意味、権利者が侵害されている

と主張をしなければ、それは訴えられるわけでもないというところであります。ただ、先ほど市

長が言いましたように、あくまでも個人のものになりますと、私権の侵害ということになります

ので、そこの私権の侵害という部分とそれから公益性という部分を比較考慮して最終的に判断さ

れなければならないと思います。先ほど言われましたイタチが出るくらいだと、公益性に反する
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ということは難しいのかなと。いずれにしても、個人的な財産に対して手を出すためには、最終

的には裁判所の許可があればできるとは思いますが、そのままほっておくと周りの人の財産権が

侵害されるというような状態にならないと、なかなか公が手を出すことはできないのではないか

と考えられます。 

 

○小濱中畑町第７区町内会長 

はい。今度は写メを撮ってお送りします。検討してください。蚊とかカエルとか蛇とか、住宅

に入ってきた場合、そういうのは侵害ですか。 

 

○簗瀬危機管理局長 

最終的には裁判所が判断しますが、その程度だと生命が脅かされることにはならないと思うの

で、裁判所としても財産権が侵害されているという判断はしないと思います。 

 

○司会（広報広聴課） 

よろしいですか。 

 

○市長 

いいです。意見聞くほうが大事なので、どうぞ。 

 

○中村中畑町第６区町内会長 

中畑町第６区町内会長の中村です。 

先ほどの２のふれあいセンターのことで、最後の方でトーンダウンして、行政サービスを受け

たいという部分の答えがありませんでした。 

 

○市長 

ごめんなさい。漏れていました。失礼しました。そこに該当するところを答えます。 

現在、ふれあいセンター以外で生涯学習事業を提供する行政サービスとして、どこでも生涯学

習講座を計画しております。どこでも生涯学習講座とは、第２期西尾市生涯学習推進計画におい

て令和７年度から実施予定のプランで、生涯学習施設のない地区でも地元の公民館や他の公共施

設などで生涯学習講座を開催するという、ハード事業の限界をソフト事業で補おうとするもので

ございます。今年度は、試行的に生涯学習施設のない地区で、はじめてのスマホ！講座を開催い

たします。まずは生涯学習施設のない市内14の小学校区を中心に、どこでも生涯学習講座を展開

してまいりたいと考えています。 

よろしくお願いします。 

 

○司会（広報広聴課） 

よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

 

○市長 

他に、大丈夫ですか。 

 

○平坂町町内会池田様 

時間ですけれど、よろしいですか。 
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○市長 

少々、大丈夫なので。はい。 

 

○平坂町町内会池田様 

平坂町の池田といいます。 

本当にお忙しい中、遅い時間にこういう会を開いていただいて、ありがとうございます。 

本当に小さなことなのですが、中畑小学校の近くに市の歩道がありますよね。２メートルの歩

道があるから立派な歩道だと思うのですが、その半分が10メートルから20メートルほど路側帯が

あるので、２メートルある広い歩道なのに、少し歩いたらすぐに一列になって、相手が通るのを

待たなければならない。私は散歩しているので待っていればいいのですが、子どもたちはどうだ

ろうと思います。特に雨の日、数メートル歩いて止まって、相手が来るのを待つ。それで、高校

生の自転車もあるわけで、そういうのがすごくかわいそうだと思うんです。 

例えば、花ノ木小学校はすごく広い歩道がありますよね。授業が終わった後、楽しそうに帰っ

てくる姿、本当にああいうのを見るとうれしくなりです。しかし、中畑小学校の子たちは、その

歩道を通るとき一列で通らなければ、友だちと二列で歩いていても数メートル行ったら一列にな

って、数メートル行ったら一列に。小学校の近くだけでも路側帯を取り除いてくれないかと思い

ます。これは私個人の意見で、反対する方も多いと思いますので、絶対そうしてくれとは言いま

せんが、今の基準だと２メートル確保してから路側帯をつくるというような基準になっているそ

うです。なので、古い基準でつくられたと思いますが、子どもたちが二列で楽しく話しながら帰

れるような歩道をつくってほしいと思います。 

 

○杉山建設部長 

平坂町の池田様、ありがとうございます。 

中畑小の近くの道路ということで、植栽帯のことをおっしゃってみえると思います。区画整理

で整備したときに、そういった道路形態にしてあったと思うのですが、一方で緑を保全という御

意見もございますし、今のように通りづらいということもございますので、なかなかここですぐ

にどうとはお答えづらいところはありますが、一度現場を見させていただいた上で考えてまいり

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○平坂町町内会池田様 

ありがとうございます。 

歩く人のための歩道であってほしいと思います。特に、毎日通る子どもたちは晴れた日ばかり

じゃない、雨の日も歩くわけですので、そういうところも考えていただけるとありがたいと。ま

た、自転車も通ります。歩道は本来歩いている人のためで、自転車は車道を通らないといけない

ということなのですが、やっぱり歩道のほうが安全ですので、自転車も通ります。植栽帯を取り

払うというのは、すごく勇気のいることだと思います。覚悟がいると思いますが、ぜひ子どもた

ちのためにお願いしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

○杉山建設部長 

ひとつ確認なのですけれど、その道路というのは、中畑小学校の北側の道路ですか。 

 

○平坂町町内会池田様 

バスの通っている道路です。 
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保育園の方です。 

 

○杉山建設部長 

保育園の北側ですね。分かりました。ありがとうございます。 

 

○市長 

では、終わってしまっていいですか。では、返します。 

 

○司会（広報広聴課） 

ありがとうございます。 

これで、自由意見交換を終わります。 

皆様、円滑な進行に御協力いただきまして、ありがとうございました。 

それでは、閉会にあたりまして、市長がお礼の御挨拶を申し上げます。 

 

○市長 

皆様、短い時間でしたけれども、お聞き苦しい声で失礼しましたが、どうもありがとうござい

ました。 

中畑小校区とか平坂小校区というは、割と総代さんというか、町内会長さんが長くやられるケ

ースが多くて、御苦労もあると思いますし大変だと思いますけれども、我々の立場としてもあり

がたい部分もあって、やっぱりいろいろな地域の事情があるので１年交代とかもあるのですけれ

ど、継続的な人間関係を作れたほうが仕事がやりやすくて、そういう意味ではこの地区は、皆さ

ん顔を見れば「久しぶりです」くらいの感じなのでうれしいなと思います。 

今後もしっかりと地域の活動にも力を入れていただきたいといいますか、やっぱり町内会組織

とかいろいろな組織というのは、市政運営の中で必要なものでありますので、担い手の確保が苦

しいことはあるかもしれませんけれど、なんとか地域のほうでも頑張っていただきたいと思いま

す。 

また、話が変わりますけれども、先週末、衆議院選挙があって、結果については皆さん御承知

のとおりかと思います。僕が個人的に思いましたのは、一連の選挙直前だけではなくて、政府が、

直接的には政治と金の問題でしたけれども、やっぱり国民の感覚と非常にずれたことをやってい

たことに対して国民が怒ったという選挙であったと思います。これは、国政のことではあります

けれども、我々として、ただの一市民として見るのではなくて、しっかりと教訓としてやってい

くべきことがあると思っていて、何が言いたいかといいますと、行政は行政で市民のためという

ことで真面目に仕事はやっています。それは職員一人ひとり、ちゃんとやっているのは僕が保証

するのですが、ただ、やっていることの考え方とかが、それって市民の感覚と違うんじゃないの

ということはあるんです。そういったことに気づくためには、市民の皆さんとコミュニケーショ

ンを取ることが大事であって、そういう対話の機会をおろそかにしてしまうと、ずれを直す機会

がなくなってしまいます。そういった意味では、率直に今回もいろいろ御意見をぶつけていただ

きましたけれども、それがすごく大事なことであって、そういった一つ一つの御意見を聞く中で

自分たちのやっている方向性がずれていないか気がつかないといけませんし、そういった対話を

する中で、お互いの理解が深まることが非常に大事かと思っています。ですので、今度とも市民

の皆さんと意見交換とかコミュニケーションを取らせていただきながら、より良い西尾市のため

に頑張ってまいります。どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。 

本日は、どうもありがとうございました。 
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○司会（広報広聴課） 

ありがとうございました。 

最後に、事務局から４点御連絡をいたします。 

まず、１点目です。本日アンケート用紙をお配りしております。表裏ございます。今後の事務

の参考とさせていただきますので、アンケートに御協力いただけましたら、大変うれしいです。

お帰りの際に、アンケート用紙と筆記用具を出口に、今、男性の職員がかごを持っていますので、

その中に入れていただきますようお願いいたします。 

２点目です。皆様の声を市政運営に反映するために、市では市民の声の制度を設けています。 

本日、様式を添付しておりますので、市政に対してお気づきの点がございましたら、ぜひこの

用紙でもって御意見をお寄せください。ＦＡＸで送っていただくことも可能ですし、郵便で送っ

ていただいても構いません。あとは直接、市の施設に市民の声を入れていただく白い箱がありま

すので、それに入れていただいても結構です。ぜひ、意見をお寄せいただきたいと思います。 

３点目です。本日の配付資料にあります３つのチラシについてです。 

１つ目です、市では、出張・市長のどこでもトークを行っています。これは、市長が皆様の所

へ直接お伺いして、日頃から感じておられる課題やまちづくりに関する提案をフリートーク形式

で、とても気楽な雰囲気の中でお話いただく会となっております。10名以上のグループであれば

お申込みいただけますので、詳しくは、お配りしました案内チラシを御覧いただきまして、会合

の際などにぜひ御利用いただけたらと思います。 

２つ目のチラシです。住民票などの各種証明書の申請や届出の一部が、市役所に御来庁いただ

くことなく、パソコンやスマートフォンから行うことができるというＮｉｓｈｉｏスマート申請

のお知らせになります。手数料などの決済も全てスマートフォンでできることになっております。

申請いただいたら、いろいろな書類が届くのを自宅でお待ちいただくだけというものになります

ので、とても便利なものになっておりますので、ぜひ御利用いただけたらと思います。 

３つ目のチラシです。道路の穴ぼこやくぼみ、公園の遊具の損傷などを見つけたときに、西尾

市のＬＩＮＥ公式アカウントのメニューから、いつでも市役所に通報ができるというＬＩＮＥ通

報サービスのお知らせになります。何か危険個所を見つけられた際にはＬＩＮＥで通報いただき

たいと思います。 

最後、４点目になります。西尾市のＬＩＮＥ公式アカウントの御紹介です。もう既に御登録い

ただいている方がいらっしゃるかと思いますけれども、令和２年８月１日に開設して以来、現在

14万人ほどお友達登録していただいております。子育てや教育、防災・災害など市に関する様々

な情報を配信しております。本日の市政懇談会の資料の表紙にＱＲコードを掲載しておりますの

で、スマートフォンをお持ちの方でまだ御登録がお済みでない方はぜひこの機会に御登録をお願

いいたします。 

連絡の事項は、以上となります。 

それでは、これをもちまして、市長と語る市政懇談会を閉会いたします。 

交通安全に御留意いただき、お気をつけてお帰りいただきたいと思います。 

本日は、ありがとうございました。 

 

 


